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稲城市スポーツ大会第51回
4月9日(日)午前9時～ 稲城中央公園総合グラウンド総合開会式
雨天中止

毎年熱戦が繰り広げられています。競技団体に加入して、皆さんぜひご参加ください。
主催・大会本部：一般財団法人稲城市体育協会　　TEL ／350-3960（火曜日~金曜日午前9時~午後3時）　後援：稲城市・稲城市教育委員会
※参加資格　各競技団体の加盟者（ただし、加盟基準に関しては各競技団体の基準に則ります。）
※ 大会運営は各競技団体が行っております。また、新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴い競技種目や大会日が変更になる場合があります。大会の詳細はお申
込前に各競技団体へお問い合わせください。

競  技  名 会　　　場 期　　日 競技部門など 申込期限 申込み・問合せ先

軟式野球
稲城中央公園野球場
若葉台公園多目的広場
多摩川緑地公園野球場

5月21日（日）～8月13日（日）
学童の部（2部・3部）、少年の部（中学生）
一般の部（1部・2部）
シニアの部

詳細は問い合わせて
ください

軟式野球連盟事務局　
渡辺（ワタナベ）
（TEL）090-5762-3301

サッカー
稲城中央公園総合グラウンド
南多摩スポーツ広場

稲城長峰ヴェルディフィールド
4月1日（土）～7月30日（日）

小学生の部（小学1～6年生）
※小学生の部は原則既加盟団体のみ
一般の部（高校生以上）
壮年の部（満40歳以上）

3月1日（水）（小学生）
3月5日（日）（一般・壮年）

原田（ハラダ）
（TEL）090-4705-1910
池田（イケダ）
（TEL）090-3342-3397

ソフトボール 多摩川緑地公園
ソフトボール場 4月2日（日）～7月16日（日）【リーグ戦】一般男子1部・2部【トーナメント戦】壮年の部・実年の部 3月11日（土） 松本（マツモト）

（TEL）090-3522-6910
ラグビー
フットボール

稲城長峰ヴェルディ
フィールド 4月16日（日） 一般の部、シニアの部（58歳以上） 3月31日（金） 武田（タケダ）

（TEL）090-4600-7955

バレーボール

稲城中央公園
総合体育館

6月11日（日）（小学生）
7月17日（月・祝）（中学生）
7月9日（日）（一般女子）

小学生の部
中学生の部
一般女子の部

4月30日（日）
(郵送）

馬場（ババ）
郵送先はお問合せください
（TEL）090-2142-4085

バドミントン
5月6日（土）

（親子ミックス、一般ダブルス）
6月18日（日）

（ジュニア、一般トリプルス）

ジュニアの部（小・中学生）
一般ダブルスの部
一般トリプルスの部
親子ミックスの部（大人と子供）

4月12日（水）
（5月6日分）
5月24日（水）
（6月18日分）

南（ミナミ）
（TEL/FAX）350-2277

卓球 5月7日（日）

チャレンジシングルスの部（小・中学生）
一般男子シングルスの部（小・中学生可）
壮年男子シングルスの部(60歳以上）
一般女子シングルスの部(小・中学生可）
ダブルスの部

4月27日（木）（郵送）
4月28日（金）（持参）
※城山公民館
中会議室

山田（ヤマダ）
郵送先はお問合せください
(TEL)090-2241-4157
（E-Mail）takuren_yamada@yahoo.co.jp

剣道 6月4日（日）
【個人戦】小学生の部（4年生以下、5年生以上）、
中学生の部（男女別）、一般の部（男女別）
【団体戦】小学生の部、中学生の部

4月30日（日）
剣道連盟加盟団体は
各団体より申込

関根（セキネ）
（TEL）090-4677-7837
（TEL/FAX） 378-3854

空手道 4月30日（日）

【基本】幼年・小学生の部
【形競技】
幼年・小学生低学年の部、小学生高学年の部、
中学生の部、高校・一般の部
【組手競技】
幼年・小学生低学年の部、小学生中学年の部、
小学生高学年の部、中学生の部（男女別）、
高校生の部（男女別）、一般の部（男女別）
※出場選手の人数で変更の場合有

3月29日（水）
内田（ウチダ）
（TEL）080-3174-3959 
（E-Mail)info@doushikai.org

バスケット
ボール

6月17日（土）～7月1日（土）
（小学生）
8月末(中学生)

6月11日（日）～7月9日（日）
（一般・マスタ－ズ）

小学生の部
中学生の部
一般男子の部
マスターズの部（シニア）

4月30日（日）
德永（トクナガ）
（TEL）090-2940-9100
（E-Mail)satoru1093yume@gmail.com

ダンス
スポーツ 6月11日（日） 【スタンダード】3種目

【ラテン】3種目 6月6日（火） 下田（シモダ）
（TEL）090-4838-5299

弓道 4月16日（日）（一般）
4月22日（土）（中高生）

中高生の部
一般男子・女子の部（四段以上）
一般男子・女子の部（参段以下）

当日
（会場にて受付）

久保田（クボタ）
（TEL）331-6090

フロアボール 4月9日（日） 【ネオホッケー競技】
小学生の部（低学年・高学年）、一般混成の部 4月2日（日） 飯島（イイジマ）

（E-Mail）takebec@paw.hi-ho.ne.jp

ミニテニス 4月16日（日） 団体戦 4月9日（日） 田村（タムラ）
（TEL)090-7719-9198

柔道 4月15日（土）
幼児の部、小学生低学年の部
小学生高学年の部、中学生の部、一般の部
※出場選手の人数で変更の場合有

4月15日（土） 島津（シマヅ）
（TEL）090-3007-2594

スポーツ
ウエルネス
吹矢

5月17日（水） 【個人戦 男女別、距離別】 6ｍ、8ｍ、10ｍ
【男女混合G8ｍクラス】

4月20日（木）
各グループ単位で申込

湯浅（ユアサ）                                                    
（TEL）090-2200-4561

ソフトテニス 若葉台公園テニスコート
4月16日（日）

（一般男子・女子、シニア）
4月29日（土・祝）

（ジュニア、中学生男子・女子）

ジュニアの部、中学生男子・女子の部
一般男子・女子の部、シニアの部

4月2日（日）
(一般・シニア）
4月15日（土）

(ジュニア・中学生）

菅原（スガワラ）（一般・シニア）
（TEL/FAX）379-2023
花園（ハナゾノ）(ジュニア・中学生）
（TEL/FAX）378-3166

テニス 北緑地公園テニスコート 4月9日（日）～7月30日（日）
中学生ダブルス(男子・女子）、男子シングルス
（A・B・C）、女子シングルス、男子ダブルス（A・
B・C）、女子ダブルス（A・B）、混合ダブルス（A・
B・C）、壮年ダブルス（45歳・60歳・70歳）

3月4日（土）
午後4時～5時半

（総合体育館ミーティン
グルーム1 にて受付)
※身分証持参

稲城市テニス連盟HP
inagi-tennis.org

クレー射撃 山梨県大月国際射撃場 7月2日（日） トラップ競技
スキート競技 6月26日（月）

(一財）稲城市体育協会事務局
（TEL）350-3960
（FAX）350-3961

ゴルフ 桜ヶ丘カントリークラブ 7月24日（月） 18ホール・ストロークプレーで新ぺリア方式
の順位戦 6月23日（金）

飯野（イイノ）
(TEL)090-2672-2618
（HP）http://iga.main.jp/
会員には別途6月上旬にご案内します

木造阿弥陀如来及び両脇侍像

（東京都指定文化財）
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育についての案内
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（管理栄養士）

２ 3月25日（土） 米粉を使った
子どものおやつ

米粉を使ってフライパンで簡
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「距離は遠くに、心は近くに、
 四文まつり」

「4年分の笑顔を集めて」
第37回

2月18日（土）・19日（日）
午前10時～午後3時
（開会式 18日 9時45分～・閉会式 19日 3時～）
　3年ぶりに元気な四文まつりの季節がやってきました。
　第四公民館利用登録団体及び児童館が協力して、幅広い世代
の方々に楽しんでいただけるような「つどい」を企画しました。
　皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

3月11日（土）・12日（日）午前10時～午後3時
（開会式 11日 10時～・閉会式 12日 2時40分～）
　4年ぶりのにぶんまつりを開催します。展示・ステージ発表会・模擬店のほか、
様々な催し物を企画します。地域の皆様とともにおまつりを盛り上げていきた
いと思います。皆さまお誘いあわせのうえ、ご来場ください。

第43回

期日 3月11日(土) 3月12日(日)
展示部門 美術作品、絵手紙、書道、短冊、活動の紹介、写真等

ステージ
（発表）部門

フラダンス、カラオケ、
アンサンブル演奏、日本舞踊、

中国舞踊、琴の演奏

器楽演奏、ハーモニカ演奏、ロシア民謡、
バトントワリング、スクエアダンス、

なしのすけ体操
その他 お琴の体験、バザー バザー

屋外 フリーマーケット
フリーマーケット、太極拳、輪投げ、

手作り作品、焼き芋、
ポップコーン、綿菓子、焼きそば

休憩コーナー 焼き菓子 軽食、飲み物

児童館 手作りゲームパーク　缶バッチコーナー
スナック菓子 ―

※一部内容が変更になる場合があります。詳しくはまつりチラシ・児童館だよりでご確認ください。

期日 ２月18日（土）　 ２月19日（日）　

展示・体験部門
絵手紙、パッチワーク、植物画、古文書、パソコン、
編みもの、ミニ子サポ（手遊び、パネルシアター他）

＊パソコンは体験コーナーあり

ステージ部門

フラダンス、ウクレレ、
大正琴、舞踊、新舞踊、
尺八演奏、オカリナ演奏、
パフォーマンス、獅子舞い、

ひょっとこ踊り

模擬店部門 消費者生活にまつわる
クイズ 陶器市、くじ／飲み物

※各日、午前10時より抽選会があります。(各日とも先着100人)

第四じどうかんまつり

２月18日（土）　午後0時半～3時 ２月19日（日）　午前10時～正午

小学生以上対象 乳幼児親子対象

雑貨やさん・だがしやさん・ゲームコーナー
抽選コーナー・プラバン工作

えしかるボックス紹介
乳幼児衣類交換会

※一部内容が変更になる場合があります。詳しくはまつりチラシ、児童館だよ
りをご確認ください。

公
民
館
主
催
事
業

▷問合せ　「第37回第四文化センターのつどい」実行委員会
　　　　　事務局（第四文化センター内）☎377-4406

▷問合せ　「第43回第二文化センター市民まつり」実行委員会
　　　　　事務局（第二文化センター内） ☎378-0567
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城山体験学習館
《展示》3月11日（土）・12日（日）午前9時～午後4時〈レクチャールーム・展示ロビー〉

講座名 講師 講座名 講師
暮らしを彩る「ハンドクラフト」 北村史枝 お花でリフレッシュ（草月流） 桂田螢佳
楽しく学ぼう稲城の歴史⑨ 深田秀明 「いけばな」花をいけよう（小原流） 関根華昌
世界の刺しゅう 渡辺俊子 ハーブ＆アロマで健やかライフ 阿部啓子
体と脳にも効くボイストレーニング 薮内智子 英会話トレーニング 初級　Part2 熊田康子
きものゝ着つけ 福島慧實 たのしく絵手紙 黒田みゆき
自分癒しのヨーガセラピー 谷友京子 暮らしの中で楽しむアロマテラピー 木村雅代
デジタル写真講座 ～楽しく撮ろう～ 飯吉茂雄 甲骨文書道を楽しむ 荻野目魯雪
書道に親しむ 本間香祥 ◆現在開講している講座の様子をスライド上映予定

《体験》3月12日（日）〈視聴覚室・工房室〉
時間 講座名 講師

おはなし会 14:00 ～15:00 絵本・紙芝居の魅力に迫る 廣瀬惠子

体験コーナー
10:00 ～14:00 たのしく絵手紙（経）※ 黒田みゆき
10:00 ～14:00 暮らしの中で楽しむアロマテラピー※ 木村雅代
10:00 ～12:30 甲骨文書道を楽しむ 荻野目魯雪

中央文化センター
《発表》3月12日（日）〈ホール〉
時間 講座名 講師

13:20 ～ ソロで歌ってPOPS講座 林仁美

14:00 ～ いきいき
リフレッシング・コーラス 宍戸晴美

14:30 ～ ハッピー健康講座 石坂淑子

15:00 ～ 呼吸・健康太極拳と
おしゃべり養生法 上東紀子

15:30 ～ 心も身体も癒される
ハワイのフラ 藤原惠子

《お茶会》〈実習室〉
10:00 ～ イスに座ってお抹茶を※ 井上宗枝
13:30 ～ 楽しく「お茶」を※ 吉田宗陽
※有料（材料代・お菓子代・お茶代）詳細はお問合せください。
◇1月現在の参加講座です。

稲城長峰ヴェルディフィールド
教室名 日付 締切 対象 時間 定員 参加費

①
一般開放個人参加
フットサル
（フットサル場）

2月18日（土）
3月4日（土）
3月18日（土）

事前メール受付
当日受付

満16歳
以上

午後5時
～7時 30人 1回

500円

② レディース
ミニサッカーDAY 3月9日（木） 事前メール受付

当日受付 女性 午前9時半
～11時 20人 1回

800円

③ グラウンドゴルフ
体験会

2月17日（金）
3月17日（金）

事前メール受付
当日受付

どなた
でも

午前9時
～11時 50人 1回

300円

④
マルチスポーツ
体験会
（フットサル・
 セパタクロー）

2月25日（土）
事前メール受付
2月17日（金）
締切

小学生 午後1時半
～3時 50人 1回

500円

⑤ 親子サッカー教室 3月25日（土）
事前メール受付
3月17日（金）
締切

年中・
年長
クラス
小学
1・2年生
クラス

午後1時半
～3時

各クラス
20組

（40人）
1組
1,000円

※教室は申込制となります。申込フォームまたは直接管理棟受付にお申込みください。（グラウンドゴルフ体験会
のみFAX可）
※雨天及びキャンセルが相次いだ場合、開催が中止となることがあります。あらかじめご了承ください。
※申込フォームは稲城長峰ヴェルディフィールドHP「教室・イベント」ページにあります。（HPの教室情報は毎月15
日に更新予定）
※親子サッカー教室は参加者人数により開催時間が変更となります。

スポーツイベント・教室
教室名 日程 時間 定員 対象 受講料 持物

トランポリン
体験教室

3月4日
（土）

各回25分程度
①午前9時半～②午前10時～
③午前10時50分～④午後1時20分～
⑤午後1時45分～⑥午後2時半～

各10人 年長～
小学生

300円
（1回/人）

体育館
シューズ

ダブルダッチ
体験教室

各回20分程度
①午前9時35分～②午前9時55分～
③午前10時50分～④午前11時10分～
⑤午後1時25分～⑥午後1時50分～
⑦午後2時35分～
（ ダブルダッチデモ：午前10時半～、
午後1時5分～、午後2時15分～）

※時間は進行等により　若干前後する可能性があります。
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　市民講師と受講生が協力して運営する「一般教養講座」の成果発表会です。作品の展示と楽しい発表、体験ができる講座もあります。ぜひ、ご来場ください。
▽期間　3月11日（土）～12日（日）　　▽会場　城山体験学習館・中央文化センター　　▽入場料　無料
▽問合せ　いなぎICカレッジ事務局　☎370－2822（火曜日～金曜日、午前10時～午後4時）　http://www.inagiic.net/

公演チケットはインターネット・電話・来館で予約・購入、講座はEメール・往復はがき・来館で申込ができます。
※その他詳細については、ｉプラザ  （https://www.iplaza.inagi.tokyo.jp/）及び市内公共施設に置いてある「ｉプ
ラザインフォメーション」等をご参照ください。▽問合せ　稲城市立ｉプラザ　☎042－331－1720

ｉプラザ公式 Facebook もぜひご覧ください。　https://www.facebook.com/inagi.iplaza

ホール事業
公演名 日時 料金等 内容等

若葉台ワンコイン　
フレッシュコンサート
新井秀昇　
ユーフォニアム・リサイタル

4月15日（土）
午後2時開演
（1時半開場）
※休憩無し　約60分

全席指定
一般　500円
※未就学児入場不可

【出演】新井秀昇（ユーフォニアム）、松下倫士（ピアノ）
【予定演奏曲目】エルガー：愛の挨拶、シューマン：トロイメライ　他
柔らかくてあたたかいユーフォニアムの音色を楽しむ昼下がり。
気軽にワンコインでお楽しみいただけるコンサートです。

生涯学習・コミュニティ事業
講座名・受講料 日時 対象・定員 申込期限

ｉプラザイベント　「笑顔で踊ろう♪　ハワイアンフラダンス」
大人気のスパリゾートハワイアンズで5年間にわたりソロダンサーを務めた講師が、ｉプラザで特別
レッスンを開催します。心と体の美容と健康にもおすすめのフラダンスを楽しく踊ってみませんか？
受講料：1,000円
講　師：永井　るりか氏（フラダンサー／ホロイムア・フラ教室主宰）

4月22日（土）
午前10時～11時半

女性　小学2年生～一般　
初心者～経験者　
※付添いの方は入室いただけませ
ん。入室は当選のご本人に限ります。
20人

3月22日（水）
必着

生活文化講座「ステップアップ！ベランダ家庭菜園」全3回
ご自宅のベランダやキッチンで手軽に始められる家庭菜園のポイントを学べる講座です。
①基本の「土づくりと水やり」
②1ランク上を目指す「苗から育てるミニトマト」
③丸ごと調理できる「ミニチンゲンサイ」　※座学と実演で解説します。実習は含まれません。
受講料：無料　　
材料費：100円（ミニチンゲンサイ種代）
講　師：髙橋　孝文氏（園芸研究家／元サカタのタネ・ガーデンセンター園芸アドバイザー）

①4月9日（日）
②5月14日（日）
③6月11日（日）
※全3回の講座です。
各日午前10時～11時半

一般
30人

3月12日（日）
必着
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の影響により、主催事業・講座・教室の日程、内容などが変更となる場合があります。

　市立小学校の教室等を活用し、大人の見守りにより安全かつ安心な
居場所を提供すると共に、子どもたちの自主的な遊びや学習活動、地
域住民との交流の場を提供する事業です。
　管理・運営については、稲城市教育委員会生涯学習課が主体となり、
学校との連携を図りながら行っています。

市立小学校（全12校）で実施しています。

通学している小学校の１年生から６年生までの児童が利用できます。
※ 私立小学校に通っている児童は生涯学習課にご相談ください。

学校の教室、特別教室などの室内では、読書やボードゲーム、宿題な
どをして過ごします。体育館や校庭が使える場合は、軽スポーツも行っ
ています。安心して過ごせるよう専任のスタッフが２～４人程度で活
動を見守ります。

利用登録をすれば、予約なしで、好きな時に利用できます。
出席カードに必要事項を記入して、持ってきてください。
利用料は無料です。ただし、登録にあたり、保険料が必要です。

※ 放課後子ども教室は、放課後の居場所を提供する事業であり、お子
さんを預かることを目的とした事業ではありません。
※ 放課後子ども教室では、個別の帰宅指導、帰宅時間の管理、帰宅時
の付き添いや集団帰宅等の対応は行っておりません。
※ 学校の使用可能な教室を活用するため、活動場所や開催時間が日に
よって異なる場合があります。定員はありませんが、参加状況によ
り入室を一時制限することがあります。

放課後子ども教室で遊んでみよう

［実施日時］
実施日　 実施時間 受付時間
平日

(給食がある日) 各学年の終業時刻
～午後５時

【令和５年度試行実施】
事前申込があった日のみ、
午後６時まで延長します。

各学年の終業時刻
～午後４時半

平日
(給食が無い日)

各学年の終業時刻
～午後２時

※昼食を持参していな
い場合には帰宅後に午
後1時から利用できます。

長期休業日、
運動会等の振替日

午前：８時半～正午
午後：１時～５時
※昼食持参の場合は、引
き続き参加が可能です。
【令和５年度試行実施】
事前申込があった日のみ、
午後６時まで延長します。

午前：８時半～９時半
午後：１時～２時

［休みの日］土・日・祝日・年末年始（12月29日から１月３日まで）など

　教室内でボードゲームやトランプなどをして遊びま
す。学年が異なる児童が一緒に遊ぶことも多く、上の学
年の児童がルールを教えてあげる様子が見られます。

　学校の宿題をすることもできます。
タブレットの使用は、宿題や課題が出
ている時に限って使うことができます。

　放課後子ども教室によっては、体育館や校庭で遊ぶこ
ともあります。鬼ごっこ、ドッジボールなどのボール遊
びやフラフープなど子どもたちが話し合って遊びの輪をひ
ろげています。

　紙工作や折り紙、季節にあわせた
工作で作品づくりを楽しむことができます。
　太極拳やマジック教室など、外部の講師を招いて日頃体
験できないプログラム活動をすることもあります。

放課後子ども教室での過ごし方を紹介します
体育館・

校庭あそび

宿題・
勉強

プログラム
活動

▷問合せ　教育委員会　生涯学習課

利用方法は？

放課後子ども教室ってどんなところ？

どこでやってるの？

誰が利用できるの？

どんなことするの？

いつやってるの？

室内
あそび
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【共通事項】
▶申込期間 毎月16日の正午から各開催日の3日前まで（先着順）
▶申込・問合せ先　ホームページ(https://www.inagi-iclub.org/)からお申込みください。
　不明の場合は電話でご相談ください。
info@inagi-iclub.org　☎331-8866（火～金　正午～午後4時）

事業名・内容 期日 時間 対象 定員 費用 会場 講師 持ち物

幼児体操教室年中クラス　
体験会参加者募集　マット、跳び箱、
鉄棒等の器械体操の基礎を学びます。

4月5日・12日
（水）

午後3時35分
～4時25分

年中児
（4月1日現在、4歳

の子）
若干名 体験料550円

(1回のみ) 総合体育館 新木 るり氏
（幼児体育指導者） 運動できる服装、飲み物

チア教室年少クラス　
体験会参加者募集　基礎トレーニン
グで、柔軟性・持久力を高め、運動
能力の向上を目指します。

4月6日・13日
（木）

午後3時40分
～4時半

年少児
（4月1日現在、3歳

の子）
12人 体験料550円

(1回のみ) 総合体育館 新木 るり氏
（幼児体育指導者）

運動できる服装、上履き、
タオル、飲み物

子ども自転車乗り方教室　
自転車に乗れない子どもを専門の指
導員が指導します。早ければ1～2
時間で乗れるようになります。

3月5日
（日）

午前10時
～正午 4歳～小学3年生 20人 会員　550円

一般　850円 城山公園広場 稲城FIETSクラスアクト
自転車,ヘルメット、運
動ができる服装、手袋、
飲み物、タオル

3月ボルダリング　
スクール、教室、個人開放、体験会

iクラブホームページで内容をご確認ください。申込みは「ボルダリング参
加申込み」からお願いします。ただし、個人開放は当日iクラブ事務所（総合
体育館２階）にて受付となります。

総合体育館
一般社団法人

JAPAN OUTDOOR 
LIFE(JOL) 指導員

運動できる服装、上履き、
飲み物

　放課後子ども教室を利用するには、インターネット上から事前登録が
必要です。
（１）申し込み期間
　 毎月18日までに利用登録を完了した場合、翌月１日から利用できます。
（２）保険料・決済方法
　 保険料は622円（事務代行手数料含む）です。
　クレジットカードで保険料の決済を行い登録完了となります。
　※ クレジットカードでの決済ができない方については生涯学習課まで
お問い合わせください。

　※４月１日よりPayPayでのお支払いも可能となります。
（３）登録完了から利用開始までの流れ
　 ①利用登録完了後、登録時に完了通知メールを確認してください。
　 ②利用前日までに放課後子ども教室で出席カードを受け取ってください。
　 （登録完了通知をスタッフにご提示ください。児童が受け取る場合は、
登録完了通知メールをプリントアウトして持たせてください。）
　 ③ 必要事項を記入した出席カードを持って、放課後子ども教室に来て
ください。

※ 利用初日から出席カードが必要になりますので、必ず事前に出席カー
ドの受け取りをお願いします。

利用時間の延長についてはインターネット上から事前申込が必要です。
申し込み期間
　 毎月１日から25日までに申し込みいただいくと翌月の希望日に利用
できます。
　※ 利用料は無料です。時間延長の希望者がいない日は午後５時で終了
となります。

　※ 申し込みの際には、延長を希望する日を指定します。申込完了後、
申込完了通知がメールで届きますので、内容をご確認ください。

　おやつの提供はインターネット上から事前申込が必要です。
（１）申し込み期間
　 ・毎月１日から10日までに申し込みいただいた数を翌月提供します。

　１月９日（月・祝）によみうりランド日テレらんらんホールで二十歳の式典を開催しました。
　当日は、702人（市外在住者39人含む）が参加し、大人の仲間入りをした喜びを分かち合いました。
　式典は二部制でしたが、対象者が一堂に会する語らいの場を再開できたほか、多くの企業・団体の皆さまに
協賛をいただいたことにより、盛大に執り行うことができました。
　趣旨にご賛同いただき、本式典の開催にご理解・ご協力を賜りました皆さま、誠にありがとうございました。

主な変更内容は以下の3点です。

1.インターネット上で利用登録を受け付けます。
2.おやつの提供を行います（試行実施）。
3.利用時間の延長（午後６時まで）を行います（試行実施）。
※おやつの提供と利用時間延長については、インターネット上から
事前申込が必要です。

　 ・ 出席カードにおやつ欄がありますので、利用したい日に○を付けて
持たせてください。

　※申込期間を過ぎた場合は、翌月分のおやつは提供できません。
（２）おやつ代金・決済方法
　おやつは１回あたり100円（事務代行手数料含む）です。
　クレジットカードでおやつ代の決済を行い申し込みが完了します。
　※４月１日よりPayPayでのお支払いも可能となります。

詳しくは各学校や入学説明会等で配布される放課後子ども
教室の手引きをご覧ください。

▷問合せ　生涯学習課

二十歳の式典を開催しました

新年度（4月）から利用を希望のみなさまへ
 　４月利用分のスケジュールは以下のとおりです。特に利用登録
期間が昨年と異なりますのでご注意ください。
　①利用登録期間　　　　３月１日～18日
　②おやつの申込　　　　３月１日～10日
　③利用時間延長の申込　３月１日～25日
　※ おやつの申込、利用時間延長の申込が完了していても、利用
登録が完了していない場合には、申し込みは無効となります
のでご注意ください。

二十歳の式典実行委員 市長式辞

会場前の様子

成人代表挨拶

1. 利用登録について
3. 利用時間の延長について

2. おやつの提供について

４月から放課後子ども教室がかわります
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第20回稲城市長と小学生との懇談会について

第23回稲城市長と中学生との懇談会について

令和4年度　第33回稲城市地域教育懇談会全体会について

稲城市教育委員会教育研究奨励校・教育研究推進校について

　令和４年11月２日（水）に「第20回稲城市長と小学生との懇談会」を開催
しました。この懇談会は、稲城市内すべての小学校より各校２名の第６
学年代表児童が参加し、オンラインにて開催しました。今回は、タブレッ
ト端末を活用し、懇談会資料を参加した児童本人が作成して実施しました。
懇談会の内容は、「自己紹介・自分の興味があること」「学校での様子、
小学校生活の思い出、中学校への期待」「稲城市の将来像と自分の役割」「市
長への質問」等でした。
　学校生活についての発表では、休み時間に外でボールを使って遊んだ
り、教室内でクラスの友達と話をしたりするなどの様子を伝えました。
また、野沢温泉村での宿泊体験学習について、稲城市と野沢温泉村との
環境の違いや、初めての宿泊体験として思い出深い３日間になったと発
表がありました。
　また、稲城市の将来像と自分の役割についての発表では、「自然が豊か
である街」「誰もが安心して暮らすことができる街」「魅力ある街」など、
今の自分ができることと合わせて、未来の稲城市を真剣に考えているこ
とがとても良く伝わってきました。
　最後に「市長への質問」をしました。「市長になったきっかけについて」
や「観光地としての稲城について」などが出ました。質問に対して市長か
ら返答をいただいたことが児童にとっては大変嬉しかったようで、「学校
生活で貴重な体験ができた」と児童が喜んでいた様子について、学校から
報告がありました。今後も稲城市の未来を創造する人材として成長して
ほしいと願っています。

　令和４年11月８日（火）に「第23回稲城市長と中学生との懇談会」を開催
しました。この懇談会は、市内すべての中学校より各校２名の生徒会役
員の生徒が参加し、小学校と同様にオンラインにて開催しました。
　懇談会の内容は、一人一人の自己紹介から始まり、各中学校の「生徒会
活動の様子」を中心に進めていきました。昨年度までは、事前資料を紙面
で作成しておりましたが、今年度はプレゼンテーション資料をタブレッ
ト端末を活用して作成しました。
　当日の発表では、自己紹介で興味をもっていること、生徒会活動がど
のような意図をもって取り組んでいるかについて、スライドを用いて詳
しく説明しました。それぞれの取組に対する思いや願いなどを、堂々と
伝えることができました。
　市長からは、それぞれの中学校で共通して取り組んでいる「あいさつ運
動」について、「あいさつは人と人との関係を円滑にする」とのお話をいた
だきました。また、生徒会活動において、時に意見が合わないことがあっ
たとしても、会話を通じて集団をまとめていくために「聞く」「理解する」
ことが大切だと、励ましのお話をいただきました。
　最後の「フリートーク」では、「市長として大切にしていることについて」
「市長の中学生時代について」などの質問があがり、市長の考えを直接伺っ
たことで、生徒会活動の参考として、また、自身の将来を考える貴重な
機会となりました。
　これからも、「稲城市長との懇談会」を、稲城市立中学校の様子や取組
について市長に直接伝え、語り合う場として開催していきたいと思います。

　令和４年11月２日（水）に「第33回稲城市地域教育懇談会全体会」を開催
しました。
　地域教育懇談会の目的は、稲城の子どもの心身共に健全な成長を期す
るという理念に基づき、健全育成のための情報の共有、活動の共有等を
目指し、より一層の地域社会に根ざした教育力の充実を図るために、家庭、
園、学校、地域四者の連携協力機関としての懇談会を実施することです。
稲城市の中学校ブロックごとに懇談会を組織しており、地域に根ざした
様々な取組が行われております。
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、過去２年間は全体会の開催
を中止しておりましたが、今年度はｉプラザのホールを会場に開催すること
ができました。各ブロックの提案発表の内容は以下のとおりです。

　稲城市教育委員会では、毎年市内小・中学校から教育研究奨励校及び
教育研究推進校を指定し、子どもたちのよりよい学びにつながるための
研究に取り組んでいます。
　まず、11月22日（火）に研究発表を行った稲城第三小学校の取組につい
て紹介します。稲城第三小学校では、この2年間、研究の主題を「主体的
に取り組み自分の気持ちや考えを伝え合う児童の育成」として、ICTを活
用した外国語及び外国語活動の指導の工夫について取り組んできました。
研究を推進する上での柱として、「外国語の環境づくり」、「ICTの活用」、
「基本の授業づくり」の3つの教師の手だてを示し、「三小イングリッシュ」
という形を確立させました。ここで、その3つを紹介します。
1【外国語の環境づくり】
　 　「校内放送」として毎週金曜日の給食の時間にALTによる「お昼の三小
English DJ放送」や「ALT」による動画配信をすること。
2【ICTの活用】
　 　ALTの音声動画やスライド画像を使った単語練習を通して、「できた」
という達成感を味わい、自己肯定感を高めること。
3【基本の授業づくり】
　 　学習の目的意識をもたせるための、一人一人の目標を設定し、授業
の終わりには学習の振り返りを通して、自己の変容を自覚させること。

　次に、11月30日（水）に研究発表を行った城山小学校の取組について紹
介します。城山小学校では、この1年間、研究の主題を「相手意識をもっ
て主体的にかかわる児童の育成」として、外国語及び外国語活動の指導の
工夫について取り組みました。研究の内容として次の3つの柱を立てて、
授業づくりに取り組みました。
1【相手意識をもった言語活動】
　 　児童が「聞きたい、話したい」という思いを大切にし、主体的なコミュ
ニケーションを図ることができるようにすること。
2【学びの過程】
　 　Talk time、Game、Activityを毎時間取り入れ、十分に音声で英語
を聞く（インプットする）時間と、安心して話す（アウトプットする）時
間を確保すること。
3【帯活動】（学校全体で継続して取り組んでいる活動）
　 ①Good point
　　 　他教科での対話についても、相手を意識したコミュニケーション
ができるようにすること。

　②外国語タイム
　　 　毎週月曜日の朝学習で、タブレット端末を活用し外国語に親しむこと。
　③Talk time
　　 　毎時間の授業の始まりに、対話の時間を設定すること。
　④歌・絵本の活用
　　 　授業の終わりに英語を聞く（インプットする）こと。
　⑤見通しをもって取り組むことができる授業の流れ
　　 　Talk timeから始まり、学習を振り返る時間を毎時間設定すること。

　稲城第三小学校も城山小学校も、それぞれ熱心に研究に取り組んだ成
果が日々の授業に活かされるとともに、市内の小・中学校にも広めるこ
とができました。

【一中ブロック】
「子どもに見せよう大人の姿、地域で守ろう子どもの未来」

【三中ブロック】
「多様ななかで育ちあう子ども達インクルーシブな幼稚園を目指して」

【五中ブロック】
「挨拶の取組」

【二中ブロック】
「様々な活動を通した人と人との豊かなかかわり－子どもが真ん中SDGs」

【四中ブロック】
「地域ぐるみの日常的なあいさつ、声かけ（明るく　笑顔で）」

【六中ブロック】
「若葉台地区夏祭り２０２２」

▷問合せ　教育委員会　指導課
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期
日　

第
一
・
二
・
四
日
曜
日
▼
時

間　

午
前
10
時
〜
11
時
半　

▼
会
場　

第
二
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な

た
で
も
▼
会
費　

二
、〇
〇
〇
円（
月

額
）▼
そ
の
他　

見
学
自
由
、
体
操

和
太
鼓
体
験
会

和
太
鼓「
和
」NAG

O
M
I

気
楽
に
ス
タ
ー
ト
太
極
拳

稲
城
ヘ
ル
シ
ー
太
極
拳

▼
期
日　

水
曜
日（
月
に
3
回
）▼
時

間　

午
前
10
時
〜
11
時
半
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

中
高
年
向
き

▼
会
費　

月
謝
二
、〇
〇
〇
円
▼
そ

の
他　

練
法
18
法
、
ゆ
っ
く
り
し
た

呼
吸
と
ス
ト
レ
ッ
チ
の
体
操
で
す
。

▼
連
絡
先　

石い
し

川か
わ

☎（
350
）2‌

2‌

3‌

6

▼
期
日　

第
一
・
三
木
曜
日
▼
時
間　

午
前
10
時
〜
正
午
▼
会
場　

ふ
れ
ん

ど
平
尾
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
会

費　

二
、八
〇
〇
円（
月
額
）▼
連
絡

先　

松ま
つ

田だ　

和か
ず

子こ

☎（
331
）8‌

9‌

9‌

5

　

い
よ
い
よ
第
五
回
公
演
を
行
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
期
日　

2
月
26
日
㈰
▼
時
間　

午

後
2
時（
開
場
1
時
半
）▼
会
場　

中

央
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た

で
も（
小
さ
い
お
子
様
も
是
非
ど
う

ぞ
）▼
入
場
料　

無
料
▼
　

https:‌
//m
usicalinagi.w

ixsite.com
/

m
usical-i

▼
連
絡
先　

小こ

松ま
つ

☎（
377
）

0‌

0‌

0‌

4

　

稲
城
で
唯
一
の
バ
ト
ン
サ
ー
ク
ル

の
体
験
を
募
集
し
ま
す
。

▼
期
日　

3
月
3
日
㈮
・
4
月
7
日

㈮
、
14
日
㈮
、
21
日
㈮
、
28
日
㈮
▼

時
間　

午
後
3
時
20
分
〜
（
4
月
は

午
後
4
時
〜
）▼
会
場　

第
二
文
化

セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

3
歳
か
ら
小
学

1
年
生
位
ま
で
▼
参
加
費　

無
料
▼

そ
の
他　

前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
▼
連
絡
先　

長お
さ

田だ

littleba‌

　

歌
が
す
き
な
子
集
ま
れ　

先
着
20

人
募
集　

5
月
の
発
表
会
で
成
果
発

表▼
期
日　

3
月
11
日
㈯
〜
5
月
21
日

㈰
▼
時
間　

土
曜
午
後
3
時
〜
3
時

45
分
▼
会
場　

中
央
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

小
学
校
一〜
三
年
男
女
▼
参

加
費　

五
〇
〇
円（
初
回
現
金
集
金
）

▼
そ
の
他　

3
月
11
日
㈯
午
後
3
時

か
ら
中
央
文
化
セ
ン
タ
ー
会
場
に
て

参
加
申
し
込
み
受
付
▼
連
絡
先　

加か

藤と
う

☎
090（
9‌

3‌

7‌

3
）5‌

7‌

9‌

1

▼
期
日　

4
月
〜
12
月
の
第
一
・
三

月
曜
日
▼
時
間　

午
前
9
時
〜
11
時

半
▼
会
場　

総
合
体
育
館
▼
対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方（
東
京
都

内
在
住
・
在
勤
の
方
）▼
参
加
費　

八
、〇
〇
〇
円
▼
定
員　

30
人
▼
そ

の
他　

説
明
会
を
3
月
6
日
㈪
午
前

9
時
よ
り
総
合
体
育
館（
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
ル
ー
ム
1
）に
て
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
の
方
は
当
日
現
地
集
合
し

て
く
だ
さ
い
。
▼
主
催
：
公
益
財
団

法
人
東
京
都
体
育
協
会
、
一
般
財
団

法
人
稲
城
市
体
育
協
会
▼
問
合
せ　

斎さ
い

藤と
う　

ingad.th@
docom

o.ne.jp

▼
期
日　

火
曜
日
▼
時
間　

午
後
5

時
15
分
〜
7
時
15
分
▼
会
場　

第
四

文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

3
歳
以
上　

▼
会
費　

四
、〇
〇
〇
円（
月
額
）　

入
会
金　

五
、〇
〇
〇
円
▼
そ
の
他　

い
つ
で
も
無
料
で
見
学
・
体
験
が
で

き
ま
す
▼
連
絡
先　

ヴ
ェ
ネ
ガ
ス
☎

090（
1‌

7‌

2‌

9
）8‌

5‌

0‌

0

　

健
康
長
寿
の
た
め
の
食
生
活
に
つ

い
て
の
講
座
で
す

▼
期
日　

3
月
12
日
㈰
▼
時
間　

午

後
1
時
半
〜
3
時
半
▼
会
場　

地
域

振
興
プ
ラ
ザ
▼
講
師　

熊
谷
修
氏

　

電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
と
電
気
料
金
、

原
発
の
再
稼
働
問
題
を
考
え
ま
す
。

▼
期
日　

3
月
11
日
㈯
▼
時
間　

午

後
1
時
半
〜
4
時
▼
会
場　

城
山
文

化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も

▼
講
師　

田
中
一
郎
氏（
原
発
問
題
）、

藤
原
節
男
氏（
原
発
技
術
）▼
参
加
費　

五
〇
〇
円（
資
料
代
と
し
て
）▼
連
絡

先　

大お
お

石い
し

☎（
378
）1‌

5‌

0‌

7

　

踊
る
よ
ろ
こ
び
を
あ
な
た
と
共
に

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

▼
期
日　

3
月
11
日
㈯
▼
時
間　

第

一
部　

午
前
11
時
〜　

第
二
部　

午

後
2
時
半
〜
▼
会
場　

中
央
文
化
セ

ン
タ
ー
▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
入

場
料　

前
売
券　

一
、〇
〇
〇
円　

当
日
券　

一
、二
〇
〇
円
▼
連
絡
先　

宮み
や

森も
り

☎
090（
9‌

6‌

4‌

5
）2‌

1‌

8‌

3

ウ
ェ
ル
ネ
ス
練
功
に

�

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

ウ
ェ
ル
ネ
ス
練
功

英
会
話
を

�

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

ひ
ま
わ
り
英
会
話

稲
城
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

�

「
未
来
が
盗
ま
れ
た
日
」

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ｉ

バ
ト
ン
を
使
っ
て

�

楽
し
く
踊
り
ま
せ
ん
か

リ
ト
ル
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
ズ

歌
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

�

合
唱
講
座
3
年
ぶ
り
開
催

東
京
稲
城
少
年
少
女
合
唱
団

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

�「
J‌

B
バ
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
」

稲
城
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

描
く
っ
て
楽
し
い　

�

子
ど
も
絵
画
教
室

母
と
子
の
ア
ト
リ
エ

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を

�

ご
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か

バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル　
フ
ォ
レ
ッ
ト

健
康
長
寿
の
た
め
の

�

食
生
活
の
す
す
め

支
え
合
う
会
み
の
り

わ
す
れ
な
い
で
3
・
11

�

原
発
問
題
は
今

い
な
ぎ
平
和
と
安
全
を
考
え
る
連
絡
会

十
五
周
年
記
念
公
演

�

〈
時
祭
り
〉

YO
SAKO

I

ソ
ー
ラ
ン
い
な
ぎ
藍
の
風

鈴木家文書

■
教
育
委
員
会

第
１
回
定
例
会
＝
１
月
24
日

１
．
教
育
行
政
報
告　

２
．
議
案

（
可
決
）令
和
４
年
度
稲
城
市
公
立

学
校
管
理
職（
校
長
）の
人
事
に
つ

い
て
、
令
和
５
年
度
稲
城
市
公
立

学
校
管
理
職（
校
長
・
副
校
長
）の

人
事
に
つ
い
て　

3
．
報
告
事
項

第
３
回
定
例
会
＝
３
月
17
日

【
問
合
せ
】教
育
総
務
課

　

平
尾
の
古
民
家
の
一
般
公
開
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
古
民
家
は
江
戸
時

代
後
期
に
、
平
尾
村
の
名
主
の
住
宅

と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
母

屋
と
土
蔵
の
建
物
を
公
開
し
、
併
せ

て
古
い
農
耕
具
の
展
示
も
行
い
ま
す
。

▽
期
日　

①
２
月
22
日
㈬
午
前
９
時

半
〜
11
時
半
②
３
月
８
日
㈬
午
前
９

半
時
〜
11
時
半

▽
場
所　

平
尾
２
の
45
の
19

▽
行
き
方　

稲
城
駅
か
ら
新
百
合
ヶ

丘
行
き
バ
ス
で「
平
尾
」下
車
、
徒
歩

約
5
分

▽
古
民
家
の
概
要

○
母
屋　

天
保
14
年（
1‌

8‌

4‌

3
年
）

建
造
。
木
造
平
屋
建
て
、
寄
棟
造
り

萱
葺
き
。
名
主
の
格
式
を
示
す
構
造

（
接
客
用
玄
関
な
ど
）が
見
ら
れ
る
。

○
土
蔵　

明
治
26
年（
1‌

8‌

9‌

3
年
）

建
造
。
土
蔵
造
り
二
階
建
て
。

▽
そ
の
他　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

平尾 平尾 

ひらお苑 
 

ひらお苑 
 

平尾谷戸通り 

平尾住宅 

平尾 
近隣公園 

ひらお苑 
入口 

ひらお苑 
入口 

古民家 

幼稚園 幼稚園 

古民家の一般公開

（
東
京
都
老
人
総
合
研
究
所
研
究
員
）

▼
対
象　

ど
な
た
で
も
▼
参
加
費　

三
〇
〇
円
▼
問
合
せ　

特
定
非
営
利

活
動
法
人 

支
え
合
う
会
み
の
り
☎

（
378
）8‌

7‌

5‌

7

▼
期
日　

火
曜
日
▼
時
間　

午
後
3

時
半
〜
6
時
▼
会
場　

第
二
文
化
セ

ン
タ
ー
▼
対
象　

年
少
〜
小
学
2
年

生
▼
会
費　

一
、五
〇
〇
円（
月
額
・

変
動
あ
り
）▼
そ
の
他　

無
料
体
験

申
込
は「
母
と
子
の
ア
ト
リ
エ
」で
検

索
▼
連
絡
先　

母
と
子
の
ア
ト
リ
エ

hahatokono.atorie@
gm
ail.

com の
で
き
る
服
装
で
▼
連
絡
先　

角か
く

田た　

午
後
7
時
〜
9
時
☎（
377
）4‌

6‌

8‌

8

tontw
irles@

gm
ail.com



第592号 2023年（令和5年）2月15日（8）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大等の影響により、主催事業・講座・教室の日程、内容などが変更となる場合があります。

inagilib@library.
inagi.tokyo.jp

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
事
業
の
日
程
、
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※定例の読み聞かせ行事は、稲城市立図書館ホームページをご覧ください。

　
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
」と
は
国
会
図
書
館
が

デ
ジ
タ
ル
化
し
た
図
書
、
古
典
籍
、

雑
誌
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
操
作
方
法
を
学
び
、
貴
重

書
の
世
界
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な

方
も
安
心
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
期
日　

3
月
17
日
㈮
、
3
月
18
日

㈯▽
時
間　

午
後
2
時
〜（
約
40
分
）

▽
会
場　

中
央
図
書
館　

▽
定
員　

各
3
人（
先
着
順
）

▽
対
象　

中
学
生
以
上

▽
申
込
方
法　

2
月
15
日
㈬
か
ら
、

中
央
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は

電
話
、
メ
ー
ル
で
受
付
。

国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

 

使
い
方

　

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
二
土

曜
日
に
英
語
の
絵
本
を
楽
し
く
読
む

サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
期
日　

3
月
11
日
㈯

▽
時
間　

午
後
2
時
〜
4
時

▽
会
場　

城
山
体
験
学
習
館

☆
申
込
み
は
不
要
。
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

こ
ど
も
え
い
が
会

 

『
こ
ね
こ
の
ぴ
っ
ち
』

▽
期
日　

3
月
26
日
㈰

▽
時
間　

午
後
2
時
15
分
〜
2
時
50

分（
2
時
開
場
）

▽
会
場　

城
山
体
験
学
習
館

▽
対
象　

児
童
お
よ
び
保
護
者

▽
定
員
30
人（
先
着
順
）

▽
申
込
方
法　

3
月
1
日
㈬
か
ら
中

央
図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ま
た
は
電

話
で
受
付
。

城山体験学習館
☆展示コーナー

淡彩スケッチ＆植物画悠遊夫婦展
定年後に始めた淡彩スケッチ（夫）と植物画（妻）の最
初で最後の悠遊夫婦展を開催することにしました。
▷期間　2月17日（金）～25日（土）
※初日は正午から、最終日は午後4時まで。

城山日本画サークル展覧会
サークルの仲間それぞれが思いのままに表現した作
品を、ぜひご覧になってください。
▷期間　2月26日（日）～3月7日（火）
※初日は午後1時から、最終日は午後3時まで。

令和5年度　展示コーナー利用者募集
展示コーナーで活動発表、作品発表をしてみません
か。まだ令和5年度日程に空きがあります。ご利用を
お考えの方はぜひご応募ください。
▷対象　市民（個人・団体は問いません）
※営利、宗教、政治活動を除く。
▷利用申請書は城山体験学習館又はHPにあります。
▷令和5年度空き日程（搬入搬出を含めます。）
4月1日（土）～9日（日） 4月10日（月）～18日（火）
4月29日（土）～5月7日（日） 5月17日（水）～29日（月）
8月21日（月）～25日（金） 9月4日（月）～12日（火）
12月20日（水）～29日（金） 1月6日（土）～14日（日）
3月13日（水）～18日（月）
※先着順ですので、予約済みの場合があります。ご
了承ください。

▷問合せ　城山体験学習館

坂浜配本所　閉所のお知らせ布の絵本ご紹介
　稲城市立図書館では障害のある子どもたちに布の絵
本を貸出しています。布の絵本は、手指を使って楽し
む絵本として、さまざまな障害を持つ子どもたちに喜
ばれています。

― 令和4年度受入布の絵本 ―

「いなぎとしょかんごっこ」

「いくつ？」

「たのしいどうぶつえん」

ご利用には障害者サービスの登録が必要です。また、
障害児に関わる支援団体や学校などにも貸出をしてお
ります。
布の絵本の所蔵リストは図書館ホームページをご覧く
ださい。
▷問合せ　中央図書館

　『図書館から遠い坂浜の子どもたちにも読書の喜びを』
と地域の方々が立ち上げた坂浜アカシヤ文庫の活動を引
き継ぎ、平成7年に坂浜配本所は開所しました。
　週に1回の開所日を楽しみに、多くの地域の子どもたち
が利用してくれましたが、稲城第二小学校に学校図書館
活性化推進員（学校司書）が配置され、毎日学校図書館が
利用できるようになったこともあり、3月22日をもって
閉所することになりました。

〇 坂浜配本所で使っていた本をさしあげます 〇
3月1日・8日・15日・22日（各水曜日）午後1時～3時
配本所においでください。※冊数制限はありません。

▷問合せ　中央図書館　378－7111
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浜坂974（浜坂コミュニティ防災センター1F）

坂浜配本所
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